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で
す
。

▼
市
道
の
認
定
に
つ
い
て
⋮
原
案

可
決
︵
賛
成
多
数
︶

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
池

子
１
３
７
号
ほ
か
２
路
線
に
つ
い

て
市
道
の
認
定
を
す
る
に
当
た

り
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
⋮
原
案

可
決(

賛
成
多
数)

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
別
表

に
規
定
す
る
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

の
う
ち
２
施
設
に
つ
い
て
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
に
当
た
り
、
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
在
宅
障
が
い
者
福
祉
手
当
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⋮
原
案

可
決(

全
員
賛
成)

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
よ
り
、
成
年
と
な
る
年

齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
改
正
の
必

要
が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

▼
市
民
農
園
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛

成
︶

本
市
の
市
民
農
園
の
う
ち
、
久

木
第
１
農
園
を
廃
止
す
る
に
当
た

り
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
様
々
な

困
難
に
直
面
し
た
方
々
が
速
や
か

に
生
活
・
暮
ら
し
の
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
し
一
世
帯
あ
た
り
10
万

円
を
支
給
す
る
た
め
、
７
億
３
４

０
８
万
６
０
０
０
円
を
計
上
し
、

こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
国
庫
支
出

金
を
増
額
し
て
措
置
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
の
総
額
は

２
５
１
億
５
０
５
４
万
５
０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

▼
市
道
の
廃
止
に
つ
い
て
⋮
原
案

可
決
︵
全
員
賛
成
︶

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
市

道
池
子
28
号
の
１
路
線
を
廃
止
す

る
に
当
た
り
、
提
案
さ
れ
た
も
の

５
万
円
の
支
給
に
加
え
、
更
に
５

万
円
を
追
加
し
て
支
給
す
る
た
め

３
億
８
０
５
３
万
１
０
０
０
円
を

増
額
し
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は

国
庫
支
出
金
を
増
額
し
て
措
置
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
の

総
額
は
２
４
４
億
１
６
４
５
万
９

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
⋮

承
認
︵
全
員
賛
成
︶

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
13
号
）
は
、
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
事
業
に
つ
い
て
、
予
算

措
置
に
緊
急
を
要
し
専
決
処
分
を

行
っ
た
た
め
、
議
会
の
承
認
を
求

め
た
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

議
案
の
審
議
結
果

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
⋮

承
認
︵
全
員
賛
成
︶

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
12
号
）
は
、
子
育
て
世
帯

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業

に
つ
い
て
、
予
算
措
置
に
緊
急
を

要
し
専
決
処
分
を
行
っ
た
た
め
、

議
会
の
承
認
を
求
め
た
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

た
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
取
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）
に
よ
り
実
施

し
て
い
る
臨
時
・
特
別
の
一
時
金

新年度予算など26議案を可決
市長の施政方針・予算に対し7人の議員が質す

第１回定例会（１月31日～２月25日）

令
和
４
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
１
月
31
日
か
ら
２
月
25
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開

会
し
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
令
和
４
年
度
の
施
政
方
針
及
び
予
算
提
案
説
明
を

受
け
、
２
月
４
日
、
７
日
の
両
日
、
６
会
派
６
人
、
無
会
派
１
人
、
計
７
人
の
議
員
が
代
表
質
問
・

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
予
算
・
３
特
別
会
計
予
算
・
下
水
道
事

業
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
及
び
住
民

基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
伴
う
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
費
の
増
額
な
ど
を
内
容
と
す
る
令

和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
14
号
）、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
人
事
案
件
な
ど
市

長
提
出
の
26
議
案
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
３
件
、
陳
情
２
件
の
審
議

が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
26
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
、
諮
問
は
異
議
な

い
旨
答
申
、
陳
情
２
件
を
不
了
承
と
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙

や
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
２
件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
概
要
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▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
⋮
同
意
可

決
︵
全
員
賛
成
︶

氏
名

平
野

健
次
氏[

新
任]

氏
名

黒
羽

聡
氏[

新
任]

任
期

３
年

▼
情
報
公
開
審
査
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て
⋮
同
意
可
決
︵
全
員
賛

成
︶

氏
名

髙
橋

良
氏[

再
任]

任
期

３
年

▼
個
人
情
報
保
護
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て
⋮
同
意
可
決
︵
全
員
賛

成
︶

氏
名

髙
橋

良
氏[

再
任]

任
期

３
年

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
⋮
異
議
な
い
旨
答
申
︵
全
員

賛
成
︶

氏
名

大
竹
ひ
ろ
子
氏[

再
任]

氏
名

髙
橋

満
氏[

再
任]

氏
名

嶋
村

敬
子
氏[

再
任]

任
期

３
年

▼
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙

[
順
位
別
]

①
島
津

明
人
氏

②
岸
名

ゆ
み
子
氏

③
飯
田

美
保
氏

④
清
田

祐
介
氏

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
は
、
委

員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
順
次

委
員
に
繰
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

人

事

案

件

▼
監
査
委
員
︵
識
見
委
員
︶
の
選

任
に
つ
い
て
⋮
同
意
可
決
︵
全

員
賛
成
︶

氏
名

関
口

毅
氏[

再
任]

任
期

４
年

総
額
は
13
億
８
５
７
３
万
４
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
３
年
度
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

今
回
の
補
正
は
、
給
付
費
等
の

額
の
確
定
に
伴
う
第
１
号
介
護
保

険
被
保
険
者
負
担
分
保
険
料
の
年

度
間
調
整
と
し
て
、
介
護
保
険
事

業
運
営
基
金
積
立
金
９
９
０
１
万

円
を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合

計
は
１
億
１
８
２
９
万
円
の
増
額

と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は

国
庫
支
出
金
、
繰
越
金
を
増
額
す

る
な
ど
し
て
措
置
す
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
予
算
の
総
額
は
64
億

５
２
８
９
万
９
０
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算︵
第
15
号
︶⋮
原
案
可
決
︵
全

員
賛
成
︶

今
回
の
補
正
は
、
子
育
て
世
帯

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事

業
、
１
０
０
１
万
４
０
０
０
円
に

つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
の
追
加
を

す
る
も
の
で
す
。

合
う
歳
入
は
地
方
交
付
税
、
国
庫

支
出
金
等
を
増
額
、
県
支
出
金
、

市
債
等
を
減
額
し
て
措
置
す
る
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
の
総
額

は
２
６
７
億
２
９
６
万
円
と
な
り

ま
す
。

▼
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３

号
︶
⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

今
回
の
補
正
は
、
一
般
被
保
険

者
に
係
る
療
養
給
付
費
の
不
足
見

込
額
と
し
て
、
一
般
被
保
険
者
療

養
給
付
事
業
３
億
１
６
０
０
万
円

を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計

は
４
億
２
６
８
９
万
４
０
０
０
円

の
増
額
と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う

歳
入
は
県
支
出
金
、
繰
越
金
を
増

額
す
る
な
ど
し
て
措
置
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
の
総
額
は

63
億
６
６
３
４
万
５
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

▼
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

２
号
︶⋮
原
案
可
決︵
全
員
賛
成
︶

今
回
の
補
正
は
、
保
険
基
盤
安

定
拠
出
金
及
び
保
険
料
納
付
金
前

年
度
精
算
分
の
額
の
確
定
に
伴
う

返
還
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

４
９
１
４
万
２
０
０
０
円
を
増
額

し
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
繰
越

金
を
増
額
す
る
な
ど
し
て
措
置
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
の

当
た
り
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛

成
︶

市
営
住
宅
の
用
途
廃
止
に
伴
い

空
き
家
が
生
じ
る
場
合
の
共
用
部

分
等
の
共
益
費
に
つ
い
て
入
居
者

の
負
担
軽
減
措
置
を
講
じ
る
に
当

た
り
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算︵
第
14
号
︶⋮
原
案
可
決
︵
全

員
賛
成
︶

今
回
の
補
正
は
、
財
源
調
整
に

よ
り
財
政
調
整
基
金
積
立
金
９
億

９
６
０
８
万
８
０
０
０
円
、
公
共

公
益
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費

と
し
て
、
公
共
公
益
施
設
整
備
基

金
積
立
金
10
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
し
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
に

伴
い
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
４
億
８
６
５
６
万
８
０
０
０

円
を
減
額
、
住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
改
正
に
よ
る
住
民
基
本
台
帳

シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
い
戸
籍
住
民

基
本
台
帳
事
務
費
４
５
９
万
２
０

０
０
円
、
申
請
件
数
が
当
初
見
込

み
を
上
回
る
こ
と
か
ら
特
定
不
妊

治
療
費
等
助
成
事
業
45
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の

合
計
は
15
億
５
２
４
１
万
５
０
０

０
円
の
増
額
と
な
り
、
こ
れ
に
見

▼
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
⋮
原
案
可
決
︵
全

員
賛
成
︶

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
独

立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
廃

止
さ
れ
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
⋮
原
案
可
決
︵
全

員
賛
成
︶

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

公
布
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
料

に
お
け
る
未
就
学
児
の
被
保
険
者

均
等
割
額
の
減
額
の
規
定
を
加
え

る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
改
正
の
必

要
が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

▼
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
及
び
消
防
団

員
の
任
免
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⋮
原

案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

消
防
団
員
の
処
遇
の
改
善
を
図

る
た
め
、
出
動
、
訓
練
そ
の
他
の

活
動
の
実
態
に
応
じ
た
適
切
な
報

酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
を
す
る

な
ど
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
に
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な
し
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
﹁
議
会
活
性
化
推
進
協
議
会
﹂

に
関
す
る
陳
情

工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
議
会
基
本
条
例
に
基

づ
き
議
会
改
革
に
継
続
的
に
取
り

組
む
た
め
設
置
さ
れ
て
い
る
議
会

活
性
化
推
進
協
議
会
の
取
組
項

目
、
取
組
内
容
・
結
果
の
い
ず
れ

も
一
切
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め

逗
子
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

議
会
だ
よ
り
で
公
開
す
る
こ
と
を

切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

な
し
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果

▼
逗
子
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
に
関
す
る
陳
情

工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
指
定
管
理
制
度
の
導
入

な
ど
、
行
政
の
関
与
が
拡
大
し
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
行
後
８
年

経
過
し
た
逗
子
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
の
見
直
し
を
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

報

告

事

項

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

︵
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
︶

令
和
３
年
９
月
17
日
、
久
木
９

丁
目
の
市
所
有
地
の
樹
木
が
倒

れ
、
住
宅
の
フ
ェ
ン
ス
を
損
傷
さ

せ
た
も
の
で
、
損
害
賠
償
額
２
５

万
３
０
０
０
円
で
賠
償
の
相
手
方

と
示
談
が
成
立
し
た
た
め
、
専
決

処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

市議会第1回定例会日程概要
1月24日 全員協議会（予算大綱説明）

25日 議会運営委員会（議事日程等協議）

31日 本会議（第１日）教育委員会委員の紹介、
会期を２月25日までの26日間と決定、令和
４年度施政方針・予算提案説明

2月4日 本会議（第２日）一部議案の採決、議案の
委員会付託、令和４年度施政方針・予算に
対する代表質問

7日 本会議（第３日）令和４年度施政方針・予
算に対する代表質問・質問、予算特別委員
会の設置及び委員の選任並びに令和４年度
予算の付託、陳情の委員会付託
予算特別委員会（正副委員長の互選等）
議会運営委員会（陳情の審査、採決）

9日 教育民生常任委員会（議案の審査、採決）

14日 本会議（第４日）議案の訂正
議会運営委員会（追加案件協議）
総務常任委員会（議案の審査、採決）

15日 予算特別委員会（２分科会）

16日 予算特別委員会（２分科会）

18日 予算特別委員会（総括質疑、採決）

21日 基地対策特別委員会（調査）

24日 議会運営委員会（追加案件協議）

25日 全員協議会（市長報告）
本会議（第５日）議案の委員長報告、採決、
追加案件の採決、意見書案の採決、陳情審
査の結果報告

　本会議の様子をライブで、パソコンから
ご覧いただくことができます。
　平成28年6月開催の第2回定例会からは、
スマートフォンやタブレットでもご覧いた
だくことができるようになりました。
　「ライブ映像」は、本会議開始から終了までの議
場の様子を即座にご覧いただくことができます。
また、ライブ放映終了後7日ほど経過してから、「録
画映像」として見ることができます。

議会インターネット中継
QRコード

スマートフォン、タブレットで
本会議の様子をご覧いただくことができます。

このQRコードからも、
簡単にアクセスできます。
ぜひ、ご覧ください。

ネットは
逗子市議会タブレット中継 検索
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今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました

米軍のコロナ対策強化と日米地位協定の見直しを求める意見書
　新型コロナウイルスの新変異株である、オミク

ロン株による感染第６波の拡大は、いまだに続く

状況がある。

　国内でも米軍基地内でも新型コロナウイルスの

感染者が増え、特に米軍基地を抱える自治体が他

と比べ感染者数が急増する事態は、米軍由来によ

る拡大と懸念されている。

　また、日本政府が入国制限と水際対策を強化し

たにもかかわらず、米軍は日本側に連絡もせず、

日本への入国前の検査を取りやめていた事実も判

明した。

　日米地位協定は、日本の検疫や行動制限などが

及ばない根拠となっているが、日本を除く諸外国

と米軍との地位協定では、国内法の原則適用が明

記されている。

　よって、逗子市議会は国に対し、日米地位協定

は直ちに見直し、国内法の適用を強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。

　令和４年２月25日� 逗�子�市�議�会

選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書
　女性の社会進出も進み、結婚後も仕事を続ける

女性も大半となっている。国際社会においても、

夫婦が同じ姓を名乗ることを法律で義務付けてい

る国は、日本以外に見当たらない。国連の女性差

別撤廃委員会の総括所見においても、現行制度に

ついて懸念が表明されてきた。

　内閣府が2017年に実施した家族の法制に関する

世論調査では、選択的夫婦別姓制度導入に伴う民

法改正に賛成が42.5％と反対の2９.3％を上回って

いる。

　国民の間に残る家制度への考え方や家族観によ

る意見の違いはあっても、選択的夫婦別姓制度は、

夫婦同姓を選ぶ権利も保障するものである。

　今後、我が国の、少子化が急激に進行する中で、

若い世代が将来に希望と展望を持つことができる

社会の実現に向けて取り組むことが求められている。

　よって、逗子市議会は国に対し、民法を改正し、

選択的夫婦別姓制度を導入することを強く要望す

る。　

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。

　令和４年２月25日� 逗�子�市�議�会

声の議会報のご案内
　視覚に障がいのある方のために、声の議会
報として「ずし市議会だより」のCDを用意
しています。
　お気軽にご利用ください。
　ご希望の方は、議会事務局へ。

内線405
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令和４年度当初予算額 （単位：千円）

会　　計　　別 令和４年度 令和３年度 比　　較 伸　　率

一 般 会 計 21,155,000 20,397,000 758,000 3.7%

特別会計

国民健康保険事業 6,576,700 5,942,500 634,200 10.7%

後期高齢者医療事業 1,358,600 1,335,200 23,400 1.8%

介 護 保 険 事 業 6,522,700 6,272,100 250,600 4.0%

計 14,458,000 13,549,800 908,200 6.7%

公営企業
会 計 下 水 道 事 業 3,811,037 2,922,198 888,839 30.4%

合　　　　　計 39,424,037 36,868,998 2,555,039 6.9%

し
た
分
科
会
で
詳
細
な
審
査
を
行

い
、
18
日
に
は
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
及
び
関
係
職
員
が
出
席

し
、
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
は
会
派
ご
と
に
、
昨
年
度
と

同
様
、
委
員
１
人
当
た
り
10
分
の

持
ち
時
間
で
、
全
会
計
全
般
に
つ

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
疑
終
了

後
、
採
決
を
行
い
、
表
決
の
結
果
、

一
般
会
計
予
算
案
及
び
３
特
別
会

計
予
算
案
並
び
に
下
水
道
事
業
会

計
予
算
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
を

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
案
に
対
す

る
本
会
議
で
の
討
論

２
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
次
の
よ
う
に
当
初
予
算
案
に

対
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
及
び
３
特
別
会
計
並

び
に
下
水
道
事
業
会
計
の
全
て

の
予
算
案
に
賛
成
の
立
場

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
３
回

目
ワ
ク
チ
ン
接
種
及
び
小
児
接
種

に
つ
い
て
、
混
乱
の
な
い
よ
う
医

師
会
と
協
力
、
連
携
し
、
可
能
な

限
り
迅
速
に
行
い
、
併
せ
て
経
済

予
算
比
４
・
０
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
会
計

予
算
⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

会
計
予
算
の
総
額
は
38
億
１
１

０
３
万
７
０
０
０
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
比
30
・
４
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

２
月
７
日
の
本
会
議
で
議
長
を

除
く
委
員
15
名
で
構
成
す
る
予
算

特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
、

委
員
の
選
任
、
令
和
４
年
度
一
般

会
計
予
算
案
及
び
３
特
別
会
計
予

算
案
並
び
に
下
水
道
事
業
会
計
予

算
案
の
付
託
を
行
い
ま
し
た
。

本
会
議
終
了
後
、
本
特
別
委
員

会
を
開
会
し
、
正
副
委
員
長
の
互

選
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

委
員
長　
　

匂
坂

祐
二
委
員

副
委
員
長

岩
室

年
治
委
員

を
選
任
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
経
過

本
特
別
委
員
会
は
、
２
月
15
日
、

16
日
に
総
務
及
び
教
育
民
生
の
各

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
を
分
担

議
案
の
審
議
結
果

▼
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
⋮

原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
２
１

１
億
５
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
比
３
・
７
％
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▼
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算
⋮
原
案
可
決

︵
全
員
賛
成
︶

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
65
億

７
６
７
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
比
10
・
７
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
予
算
⋮
原
案
可

決
︵
全
員
賛
成
︶

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
13
億

５
８
６
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
比
１
・
８
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
令
和
４
年
度
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
⋮
原
案
可
決
︵
全

員
賛
成
︶

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
65
億

２
２
７
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初

令和４年度

一
般
会
計
・
3
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
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歳出

依存財源
9,8

03
,95
9（
46
.3
%
）

自主財源 11,351,041（
53.7%

）

市税市税
9,024,874
（42.7%）
9,024,874
（42.7%）

国庫支出金国庫支出金
3,320,473
（15.7%）
3,320,473
（15.7%）

県支出金県支出金
1,437,486
（6.8%）
1,437,486
（6.8%）

地方交付税地方交付税
1,683,000
8.0%

1,683,000
8.0%

市債市債
1,696,200
（8.0%）
1,696,200
（8.0%）

その他その他
3,992,967
（18.8%）
3,992,967
（18.8%）

民生費民生費
9,428,365
（44.6%）
9,428,365
（44.6%）

総務費総務費
3,078,463
（14.6%）
3,078,463
（14.6%）

土木費土木費
1,638,061
（7.7%）
1,638,061
（7.7%）

公債費公債費
2,035,686
（9.6%）
2,035,686
（9.6%）

衛生費衛生費
1,947,469
（9.2%）
1,947,469
（9.2%）

教育費教育費
1,515,980
（7.2%）
1,515,980
（7.2%）

その他その他
1,510,976
（7.1%）
1,510,976
（7.1%）

（単位：千円）

歳 入 の 内 訳

性質別歳出の内訳

目的別歳出の内訳

歳入

人件費
4,958,403
（23.4%）

義務的経費 12,123,583（57.3%） その他の経費 7,708,182（36.4%）

扶助費
5,129,494
（24.3%）

公債費
2,035,686
（9.6%）

物件費
3,821,805
（18.1%）

繰出金
2,446,751
（11.6%）

その他
1,439,626
（6.7%）

投資的経費
1,323,235
（6.3%）

た
め
に
、
安
易
に
大
量
の
建
築
ご

み
を
排
出
し
な
い
と
い
う
考
え
に

も
大
い
に
賛
同
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
実
施
さ
れ
る
久
木
小
学

校
校
舎
改
修
長
寿
命
化
基
本
設
計

で
、
25
年
の
長
寿
命
化
に
止
ま
る

こ
と
な
く
、
更
に
永
く
建
物
を
維

持
で
き
る
よ
う
検
討
し
、
当
初
よ

り
費
用
の
増
加
が
み
ら
れ
る
と
き

は
、
再
度
新
築
工
事
と
の
比
較
検

討
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

面
、
健
康
面
な
ど
の
支
援
を
図
る

こ
と
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

推
進
事
業
は
、
市
が
率
先
し
て
取

り
組
み
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え

て
、
積
極
的
に
啓
発
を
行
う
こ
と
。

公
園
遊
具
の
改
修
、
空
き
家
対
策

及
び
防
災
工
事
助
成
な
ど
の
拡
充

は
、
予
算
の
許
す
限
り
積
極
的
に

推
進
し
、
市
内
の
交
通
渋
滞
や
Ｊ

Ｒ
東
逗
子
駅
前
用
地
の
活
用
な
ど

に
つ
い
て
、
市
民
の
利
便
性
を
十

分
考
慮
す
る
こ
と
。
更
に
財
政
再

建
に
一
定
の
め
ど
が
立
っ
て
き
た

と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

定
例
会
全
般
で
の
指
摘
事
項
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
引
き
続
き
、
健

全
な
市
政
運
営
に
当
た
る
よ
う
求

め
る
。

▼
一
般
会
計
及
び
３
特
別
会
計
並

び
に
下
水
道
事
業
会
計
の
全
て

の
予
算
案
に
賛
成
の
立
場

学
校
施
設
整
備
事
業
中
、
久
木

小
学
校
校
舎
の
改
築
に
つ
い
て
、

経
費
の
比
較
な
ど
の
理
由
か
ら
新

築
で
は
な
く
、
改
築
す
る
と
し
て

い
る
が
、
こ
の
試
算
に
は
耐
久
年

数
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に

本
来
で
あ
れ
ば
、
新
築
か
改
修
工

事
か
を
議
論
す
る
前
に
、
統
廃
合

を
含
む
長
期
的
見
通
し
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

市
長
の
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く

211億5500万円令和4年度 一般会計予算
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代
表
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

い
よ
い
よ
実
現
！

中
学
校
給
食
が
食
缶
へ

問

食
缶
方
式
に
よ
る
中
学

校
給
食
の
実
施
ま
で
、
あ
と

半
年
余
り
に
な
っ
た
。
具
体

的
な
開
始
手
順
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
長

今
後
、
給
食
調
理

の
委
託
業
務
及
び
給
食
費
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
一
般
競
争

入
札
を
行
い
、
委
託
業
者
決

定
後
、
２
月
下
旬
か
ら
３
月

上
旬
に
調
理
配
送
な
ど
、
食

缶
方
式
給
食
の
準
備
に
入

る
予
定
で
あ
る
。
更
に
、
９

月
実
施
に
向
け
、
現
行
の
ボ

ッ
ク
ス
ラ
ン
チ
が
終
了
す
る

７
月
以
降
、
夏
季
休
業
期
間

中
に
学
校
施
設
の
改
修
工
事

を
行
う
。

教
育
部
長

施
設
の
老
朽
化

な
ど
に
よ
り
、
早
期
に
移
転

先
を
決
定
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
東
逗
子
駅
前
に
あ

る
学
童
ク
ラ
ブ
の
園
舎
を
当

該
プ
ー
ル
跡
地
に
建
築
す
る

予
定
で
あ
る
。

便
利
に
な
り
ま
す
！

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

問

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

方
針
が
幾
つ
か
示
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
の
か
。

市
長

本
市
が
取
り
組
む
べ

き
Ｄ
Ｘ
の
方
針
と
し
て
「
逗

子
市
の
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ

ン
ト
推
進
に
つ
い
て
の
方

針
」
を
策
定
し
た
。
市
役
所

で
行
政
手
続
や
相
談
を
す
る

場
合
、
来
庁
す
る
か
、
家
に

い
な
が
ら
行
う
か
を
自
ら
選

べ
る
、
新
し
い
生
活
様
式
に

対
応
し
た
役
所
を
目
指
し
た

い
。
令
和
４
年
度
は
行
政
手

続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
会
議

等
の
リ
モ
ー
ト
化
に
全
庁
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
規
対
象
余
さ
ず
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
困
窮
者

問

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
へ
の
取
り
組
み
に
際
し
、

国
や
現
行
の
制
度
で
は
救
え

な
い
対
象
者
が
出
る
可
能
性

が
あ
り
、
新
し
い
支
援
の
形

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
常

に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
柔
軟

に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

市
長

困
窮
者
へ
の
支
援

は
、
国
の
経
済
対
策
の
内
容

や
実
施
時
期
を
見
定
め
た
上

で
、
コ
ロ
ナ
基
金
を
活
用
す

る
な
ど
、
補
正
予
算
等
に
よ

り
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

雨
で
も
風
で
も
大
丈
夫

小
学
校
プ
ー
ル
室
内
へ

問

令
和
４
年
度
か
ら
市
立

各
小
学
校
の
水
泳
学
習
を
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
屋
内
温

水
プ
ー
ル
で
行
う
よ
う
だ
が
、

沼
間
小
学
校
プ
ー
ル
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

取
り
止
め
後
の
市
内
小
学
校

の
プ
ー
ル
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

久
木
小
学
校
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
強
度
の
調
査
等

を
行
い
、
躯
体
の
強
度
は
改

修
に
耐
え
得
る
も
の
で
あ
っ

た
。
学
校
施
設
の
統
廃
合
の

可
能
性
等
も
あ
り
、
現
在
の

規
模
と
同
程
度
の
建
替
え
は

考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
沼

間
小
学
校
を
除
く
小
学
校
の

プ
ー
ル
跡
地
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
明
確
な
方

針
は
立
て
て
い
な
い
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

確
実
に
進
め
よ
！

問

総
合
計
画
に
包
含
さ
れ

て
い
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
新
た
に
作
成
し
、

併
せ
て
立
地
適
正
化
計
画
を

策
定
す
る
必
要
性
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長

令
和
４
年
度
の
総
合

計
画
の
改
定
に
併
せ
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
分

離
し
、
更
に
立
地
適
正
化
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、
本

市
の
状
況
を
踏
ま
え
た
、
長

期
的
視
野
に
立
っ
た
都
市
の

将
来
像
、
都
市
計
画
の
方
針

を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

ク
等
の
新
し
い
働
き
方
、
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
な
ど
、
本
市
に

非
常
に
プ
ラ
ス
に
働
き
、
更

に
移
住
、
企
業
誘
致
へ
と
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
施
策
を
確
実
に

問

民
有
地
の
防
災
工
事
助

成
事
業
や
狭
あ
い
道
路
の
補

助
制
度
の
要
綱
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
見
直
し
を
す
る

の
か
。

市
長

防
災
工
事
は
来
年
度

か
ら
個
人
だ
け
で
な
く
、
営

利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
、

企
業
、
各
種
団
体
も
助
成
対

象
と
し
、
狭
あ
い
道
路
は
宅

建
業
者
等
が
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

や
舗
装
を
し
、
市
に
提
供
す

る
な
ど
一
定
の
場
合
に
補
助

金
を
交
付
で
き
る
よ
う
、
助

成
要
綱
を
改
正
し
て
い
く
。

子
供
た
ち
の
学
び
の
環
境

整
備
に
取
り
組
む
べ
き

問

久
木
小
学
校
の
具
体
的

な
整
備
計
画
及
び
学
校
使
用

任
期
の
最
終
年
と
な
り

こ
の
３
年
間
の
成
果
は

問

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

令
和
３
年
度
も
な
か
な
か
事

業
の
進
展
が
見
ら
れ
な
い

中
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
本

市
の
特
性
を
生
か
し
、
事
業

を
推
進
し
て
き
た
。
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
か
。

市
長

こ
の
事
業
は
慶
應
義

塾
大
学
の
島
津
先
生
の
ご
提

案
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
で
、
当
初
、
疑
問
に
思
っ

た
部
分
も
あ
っ
た
が
、
首
都

圏
か
ら
の
近
さ
、
テ
レ
ワ
ー

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
心
し
て
ず
っ
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

立
憲
民
主
党
逗
子
市
議
団

中
西

直
美

議
員

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

市
政
発
展
の
た
め
の
施
策
を
！

自
民
党
逗
子
市
議
団

眞
下

政
次

議
員

自
然
を
丸
ご
と
体
感

（
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

美
味
し
く
て
温
か
い
給
食
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代
表
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

真
・
無
所
属
の
会

飯
山

圭
一

議
員

中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

移
住
促
進
を
進
め
る

た
め
に
空
き
家
の
活
用

問

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
の
中
で
、
空
き
家
の
活

用
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る

が
、
所
有
者
の
事
情
も
あ
り

行
政
が
入
り
込
む
こ
と
が
難

し
く
、
問
題
解
決
が
進
ま
な

い
。
自
治
会
や
住
民
自
治
協

議
会
に
依
頼
し
、
ま
ず
は
実

態
を
調
査
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

空
き
家
か
ど
う
か
の

把
握
が
難
し
い
こ
と
も
あ

り
、
自
治
会
な
ど
様
々
な

方
々
の
情
報
を
い
た
だ
き
、

精
査
、
行
政
の
情
報
と
突
合

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
の
か
。

市
長

財
団
は
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
、
毎
事
業
年

度
、
市
議
会
に
事
業
計
画
や

決
算
等
に
関
す
る
書
類
を
提

出
す
る
義
務
が
あ
り
、
市
と

し
て
も
財
団
の
設
立
者
と
し

て
、
財
団
が
適
切
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
、
事
業
の
執
行
状

況
等
を
確
認
し
て
い
く
。

オ
ー
ル
逗
子
で
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
作
成

問

東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災
等

に
資
す
る
、
国
土
強
靱
化
基

本
法
が
平
成
25
年
に
制
定
さ

れ
、
地
方
自
治
体
も
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
の
策
定
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
策
定
に

当
た
っ
て
は
初
め
か
ら
市
民

も
参
加
し
、
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長

市
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
の
手
法
は
策
定
の

時
流
に
合
わ
せ
角
度
を

変
え
て
起
業
促
進
を

問

企
業
誘
致
も
今
ま
で
の

や
り
方
で
は
な
か
な
か
厳
し

い
の
で
は
。
例
え
ば
、
市
内

に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の

女
子
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
を

目
指
す
団
体
が
い
て
、
将
来
、

利
益
を
生
む
事
業
体
を
目
指

し
て
い
る
。
こ
う
い
う
団
体

を
支
援
し
て
、
企
業
に
結
び

つ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
は

で
き
な
い
も
の
か
。

経
営
企
画
部
担
当
部
長

市

で
も
現
在
、
逗
子
海
岸
で
ド

ロ
ー
ン
技
術
を
船
舶
に
応
用

し
て
い
こ
う
と
い
う
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
と
接
点
が
あ
る
。

相
手
方
が
望
む
の
で
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
お
話
を
伺
い
た
い
。

財
団
任
せ
に
せ
ず
奨
学
金

運
営
へ
の
関
与
を

問

寄
付
金
に
よ
る
給
付
型

奨
学
金
制
度
は
、
志
の
あ
る

方
か
ら
の
高
額
な
寄
附
に
よ

り
実
現
し
た
も
の
で
、
市
民

の
関
心
は
高
い
。
今
後
、
市

う
か
伺
う
。

市
長

国
が
施
工
す
る
も
の

で
、
工
期
は
２
月
３
日
か
ら

３
月
29
日
ま
で
だ
が
、
材
料

の
調
達
等
の
た
め
、
着
工
に

は
少
し
時
間
が
か
か
る
。
工

事
内
容
は
、
高
さ
２
メ
ー
ト

ル
、
全
長
50
メ
ー
ト
ル
の
土

留
め
柵
を
設
置
し
、
土
砂
崩

れ
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ

る
枯
れ
た
巨
木
の
伐
採
も
行

う
。
次
年
度
以
降
の
市
の
負

担
は
な
い
と
理
解
し
て
い

る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

実
効
性
の
あ
る
条
例
化
を

問

本
市
は
、
平
成
８
年
に

女
性
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
更

に
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
な

ど
の
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し

様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、（
仮
称
）
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
が
制
定
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
推
進
プ
ラ

ン
の
実
効
性
が
強
化
さ
れ
る

と
い
え
る
の
か
。

市
長
（
仮
称
）男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
は
、
条
例
の
基

本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の

計
画
で
あ
り
、
推
進
プ
ラ
ン

の
実
効
性
が
よ
り
強
化
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

り
上
げ
、
学
校
と
交
流
セ
ン

タ
ー
間
を
安
全
に
、
で
き
る

限
り
短
時
間
に
移
動
で
き
る

よ
う
配
慮
を
し
て
い
る
。
安

全
か
つ
安
定
的
に
、
極
力
、

現
在
の
時
間
割
の
中
で
体
育

の
授
業
の
一
環
と
し
て
水
泳

学
習
を
行
っ
て
い
け
る
。

池
子
の
森
の
崩
落
工
事

国
の
責
任
で
早
期
実
施

問

池
子
の
森
自
然
公
園
内

の
崖
崩
れ
対
策
工
事
の
内
容

や
工
期
、
ま
た
次
年
度
に
市

の
負
担
が
発
生
す
る
の
か
ど

防
災
工
事
助
成
の
拡
充

民
有
地
の
対
策
強
化
を

問

防
災
工
事
費
助
成
事
業

の
補
助
対
象
か
ら
営
利
目
的

の
事
業
者
を
除
外
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
実
際
、
営
利

目
的
か
否
か
の
判
断
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

環
境
都
市
部
担
当
部
長

不

動
産
事
業
者
や
建
築
業
者
が

補
助
申
請
を
す
る
場
合
、
対

象
土
地
が
売
買
等
に
絡
む
も

の
で
な
い
か
な
ど
、
関
係
所

管
と
緊
密
に
連
携
し
、
慎
重

に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

温
水
プ
ー
ル
の
利
用
へ

生
徒
の
授
業
に
影
響
は

問

市
立
小
学
校
の
水
泳
授

業
を
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

屋
内
プ
ー
ル
で
実
施
し
た
場

合
、
費
用
面
と
天
候
に
左
右

さ
れ
な
い
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

が
、
移
動
時
間
に
よ
る
負
担

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

教
育
部
長

市
が
バ
ス
を
借

コ
ロ
ナ
禍
・
い
の
ち
・
暮
ら
し

安
全
第
一
の
堅
実
な
市
政
運
営
を

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団

橋
爪

明
子

議
員

日
本
の
未
来
を
担
う
若
者
応
援

適
切
な
水
泳
授
業
の
実
施
を
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代
表
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

育
所
の
園
舎
の
建
替
え
工
事

が
実
施
さ
れ
、
本
市
の
待
機

児
童
対
策
に
寄
与
す
る
も
の

で
は
あ
る
が
、
引
き
続
き
、

全
国
的
な
課
題
で
あ
る
保
育

士
の
確
保
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば

保
育
士
の
悩
み
相
談
サ
ポ
ー

ト
窓
口
の
設
置
や
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
業
務
量
の
圧
縮
な

ど
、
就
業
環
境
の
面
か
ら
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長

民
間
園
の
園
長

先
生
方
と
定
期
的
に
連
絡
会

を
開
催
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
化
を
含
め
た
保
育
士
の
業

務
改
善
や
相
談
機
能
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
、
民
間
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
、

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

深
夜
時
間
帯
の
避
難
に

対
応
で
き
る
準
備
を
！

問

先
日
、
深
夜
に
津
波
注

意
報
が
出
さ
れ
た
が
、
深
夜

の
時
間
帯
に
一
体
ど
こ
へ
逃

げ
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
。
ま
た
、
小
さ
な
子
供
が

い
る
の
で
、
屋
外
へ
の
避
難

を
一
瞬
た
め
ら
っ
て
し
ま
う

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、
深
夜
の
避
難
可
能
ビ
ル

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
避
難
先
で

の
対
策
な
ど
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長

津
波
避
難
ビ
ル
と
の

協
定
で
、
津
波
警
報
発
報
の

際
は
屋
上
や
上
層
階
へ
の
避

難
が
可
能
に
な
っ
て
い
る

が
、
注
意
報
は
直
ち
に
避
難

を
誘
導
す
る
も
の
で
は
な

く
、
津
波
避
難
ビ
ル
は
開
放

さ
れ
な
い
。
今
後
、
津
波
注

意
報
、
ま
た
警
報
に
つ
い
て

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
充
実
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ

髙
野

毅

議
員

行
政
運
営
を
止
め
な
い

た
め
に
備
え
よ
！

問

市
職
員
全
般
に
言
え
る

こ
と
だ
が
、
特
に
保
育
園
や

給
食
調
理
員
、
消
防
、
ご
み

の
収
集
、
焼
却
作
業
員
な
ど

生
活
に
密
接
し
た
職
に
あ
る

者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
と

な
っ
た
場
合
、
市
民
生
活
に

支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
備
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
職
員

の
応
援
派
遣
計
画
を
作
成
す

る
な
ど
、
事
前
に
対
策
を
講

じ
て
お
く
べ
き
で
な
い
か
。

市
長

予
防
対
策
や
緊
急
時

の
対
策
に
つ
い
て
、
特
に
消

防
や
ご
み
処
理
等
の
職
場
で

の
不
測
の
事
態
を
想
定
し
た

勤
務
体
制
を
検
討
し
て
お

り
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
の
取
り
組

み
と
連
携
し
な
が
ら
、
非
常

事
態
を
想
定
し
た
事
業
継
続

計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）を
考
え
て
い
る
。

就
業
環
境
の
面
か
ら
も

保
育
士
を
サ
ポ
ー
ト
！

問

令
和
４
年
度
に
民
間
保

民
間
資
金
の
活
用
は

自
治
体
経
営
の
重
要
手
法

問

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間

活
力
）
に
よ
る
小
坪
飯
島
公

園
の
整
備
、
管
理
手
法
の
導

入
に
関
し
、
地
域
住
民
の
理

解
を
得
る
た
め
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長

令
和
３
年
度
中
に
小

坪
飯
島
公
園
整
備
管
理
方
針

の
策
定
を
目
指
し
て
い
た

が
、
説
明
会
等
で
住
民
意
見

の
聴
取
が
不
十
分
で
あ
る
と

の
声
が
多
く
あ
り
、
ま
ず
は

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
の
活
用

を
含
め
、
地
元
の
皆
様
と
の

意
見
交
換
を
丁
寧
に
行
い
、

ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、

改
め
て
方
針
等
の
策
定
を
検

討
し
て
い
く
。

環
境
都
市
部
担
当
部
長

ご

指
摘
の
連
絡
通
路
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
地
方
公

共
団
体
の
負
担
で
整
備
す
べ

き
も
の
と
判
断
し
て
お
り
、

公
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

の
協
議
は
考
え
て
い
な
い
。

親
亡
き
後
の
支
援
、
家
族

の
不
安
解
消
に
向
け
て

問

障
が
い
の
あ
る
多
く
の

方
に
と
っ
て
、
ご
家
族
、
親

が
亡
く
な
っ
た
後
が
一
番
の

問
題
で
あ
る
と
聞
く
。
ご
家

族
が
支
え
て
い
る
と
き
に
、

ど
の
よ
う
に
連
携
を
取
っ

て
、
安
心
を
提
供
し
て
い
く

の
か
。

市
長

主
た
る
介
護
者
の
不

在
に
よ
り
、
一
時
的
に
通
常

の
在
宅
生
活
を
送
る
こ
と
が

困
難
に
な
る
、
い
わ
ゆ
る
ハ

イ
リ
ス
ク
者
等
に
対
し
、
地

域
生
活
支
援
拠
点
等
に
つ
い

て
周
知
、
登
録
を
進
め
て
き

た
。
今
後
、
更
に
説
明
会
や

面
談
等
に
よ
り
進
め
て
い

く
。

逗
子
市
は
保
育
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
る
の
か
？

問

令
和
４
年
度
は
沼
間
愛

児
園
の
園
舎
が
新
し
く
な
り

定
員
も
増
え
る
が
、
市
内
全

体
の
保
育
園
の
配
置
に
は
偏

り
が
あ
る
。
保
育
園
の
新
た

な
設
置
が
難
し
い
中
、
駅
前

保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
、
あ
る
い
は
送
迎
だ
け
で

も
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長

現
状
、
保
育
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
よ
り

も
、
保
育
士
の
確
保
を
優
先

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
送
迎
は

民
間
の
幼
稚
園
と
違
い
、
保

育
園
は
家
庭
の
事
情
に
よ

り
、
分
散
し
て
登
園
・
帰
宅

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ス

等
で
の
巡
回
は
難
し
い
。

駅
ビ
ル
新
築
を
機
に

横
断
通
路
設
置
を
求
め
る

問

Ｊ
Ｒ
逗
子
駅
前
の
公
民

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
山

の
根
側
か
ら
逗
子
地
区
へ
移

動
す
る
、
自
由
通
路
の
設
置

を
協
議
し
て
は
ど
う
か
。

保
育
環
境
の
整
備
・
充
実
こ
そ

女
性
が
輝
く
社
会
へ
の
第
一
歩

公
明
党

田
中

英
一
郎

議
員

桜
満
開
！
久
木
川

最
寄
り
の
津
波
避
難
ビ
ル
は
？ （久木中学校）



三　校

令和4年4月12日　  第１５９号ず し 市 議 会 だ よ り11

質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

に
向
け
た
取
組
の
一
つ
と
し

て
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
・
ズ

シ
・
ビ
ズ
は
一
定
の
成
果
が

表
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
何
を
も
っ
て
成
果
が
あ

る
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長

こ
れ
ま
で
住
宅
都
市

と
し
て
、
企
業
誘
致
と
い
う

観
点
か
ら
企
業
と
接
点
を
持

つ
こ
と
が
な
か
っ
た
本
市

に
、
現
在
は
１
２
０
名
超
の

ズ
シ
・
ビ
ズ
参
加
者
が
お
り

令
和
元
年
度
の
開
始
以
降

４
３
０
０
万
円
を
超
え
る

国
・
県
等
の
補
助
金
を
獲
得

し
、
参
加
者
と
連
携
し
た
取

組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
道
半

ば
で
は
あ
る
が
、
一
定
の
成

果
が
表
れ
始
め
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

を
保
持
す
る
65
歳
以
上
の
方

が
14
名
お
り
、
い
ず
れ
の
方

も
知
的
障
が
い
が
あ
る
。
障

が
い
者
の
親
な
ど
、
ケ
ア
を

す
る
方
々
が
突
然
倒
れ
た
と

き
に
、
障
が
い
者
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
構
築
し
て
い
る
の

か
。

市
長

自
立
支
援
会
議
は
、

相
談
支
援
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
障
が
い
者
福
祉

に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
し
、
一
人
ひ
と

り
の
日
常
生
活
や
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
お
け
る
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
地
域
生
活

支
援
拠
点
等
は
、
緊
急
時
の

迅
速
、
確
実
な
相
談
支
援
や

受
け
入
れ
を
行
う
と
と
も

に
、
体
験
の
機
会
の
提
供
を

通
じ
て
、
一
人
暮
ら
し
等
、

生
活
の
場
を
移
行
し
や
す
く

す
る
支
援
を
行
う
。

起
業
促
進
に
向
け
た
取
組

成
果
の
程
は
？

問

企
業
誘
致
・
起
業
促
進

市
民
税
の
減
少
は
今
後
も

続
く

油
断
大
敵
！

問

市
民
税
収
入
は
徐
々
に

減
少
を
続
け
、
今
後
も
こ
の

傾
向
が
続
く
と
思
わ
れ
る

中
、
財
政
調
整
基
金
は
一
般

会
計
予
算
の
10
％
の
額
が
必

要
と
こ
れ
ま
で
訴
え
て
き
た

が
、
扶
助
費
の
増
加
、
自
然

災
害
の
頻
発
な
ど
リ
ス
ク
要

因
を
加
味
す
る
と
、
今
や
一

般
会
計
の
15
％
、30
億
円
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

市
長

令
和
３
年
度
末
の
財

政
調
整
基
金
の
残
高
は
23
億

７
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。
ご
指
摘
の
税
収
減
少

に
備
え
、
確
た
る
こ
と
は
言

え
な
い
が
、
何
よ
り
も
安
定

的
な
財
政
運
営
を
維
持
し
な

が
ら
、
財
政
調
整
基
金
へ
の

積
立
て
と
繰
入
れ
を
適
度
に

行
っ
て
い
く
。

家
族
あ
り
き
の

福
祉
制
度
は
限
界
に

問

本
市
に
は
、
療
育
手
帳

財
政
再
建
に
一
定
の
め
ど
は
つ
い

て
も
、
ま
だ
安
心
は
で
き
な
い

無
会
派

根
本

祥
子

議
員

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
証
実
験

を
行
っ
て
い
る
逗
子
会
館

第
１
回
臨
時
会

令
和
４
年
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
は
、
３
月
８
日
の
１
日

間
の
会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
は
議
員
の
請
求

に
よ
り
招
集
さ
れ
た
も
の
で
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案

１
件
を
可
決
し
て
、
閉
会
し
ま
し
た
。

今臨時会で可決した意見書を関係機関に送付しました
ロシア連邦によるウクライナ侵攻に対し抗議及び制裁措置を求める意見書
　ウクライナ国境付近におけるロシア軍増
強が続く中、我が国を含む国際社会が、緊
張の緩和と事態の打開に向けて、対話によ
る懸命な外交努力を重ねてきたにもかかわ
らず、令和４年２月24日、ロシア連邦はウ
クライナへの軍事侵攻を開始した。
　この武力で国境を書き換えようとする行
為は、国連憲章を最も守るべき常任理事国
による重大な国連憲章違反であり、国際法
の明白な違反であり、国際社会の平和と安
全を根幹から揺るがす断じて許されざる行
為である。
　ウクライナでは、民間施設が攻撃され、
子供を含む多数の死傷者が出ており、今回
の軍事侵攻には、ロシア国内からも反対す
るデモが行われている。そして、前線にい
るロシア軍兵士からも、為政者の命令によ
り何の落ち度のないウクライナの民間人を
殺害することに大きな戸惑いの声が漏れ伝
わっている。
　また、プーチン・ロシア大統領による核

兵器に関する発言は、唯一の戦争被爆国で
ある日本人として到底受け入れられるもの
ではなく、更に、あらゆる国の人々の相互
理解と協調による核兵器のない平和な世界
の実現に向けて努力することを誓った非核
平和都市宣言をした本市において、看過す
ることはできない。
　よって、逗子市議会は、ロシアによるウ
クライナへの軍事侵攻や核兵器に関する一
連の発言に対して厳重に抗議し、政府に対
しては、現地在留邦人の安全確保に努める
とともに、国際社会と緊密に連携しつつ、
ロシアに対して毅然たる態度で制裁措置の
徹底を図り、ロシア軍のウクライナからの
完全撤退を求めるよう強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意
見書を提出する。

　令和４年３月８日� 逗 子 市 議 会
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第 1回定例会の議案の審議結果等賛否状況一覧

第 1回臨時会の意見書案の審議結果賛否状況一覧

会　　　　　派　　　　　名 自民党逗子市議団 立憲
民主党 公明党 日本

共産党
市政

クラブ
真・無所
属の会

無
会
派

件　　　　　　　　　　　　名

付
託
委
員
会

議　　決　　結　　果

丸
山
治
章

佐
藤
恵
子

眞
下
政
次

八
木
野
太
郎

菊
池
俊
一

中
西
直
美

加
藤
秀
子

田
幡
智
子

田
中
英
一
郎

岩
室
年
治

橋
爪
明
子

匂
坂
祐
二

髙
野

毅

飯
山
圭
一

松
本

寛

根
本
祥
子

市長提出議案等
専決処分の承認について［令和 3 年度逗子市一般会計補正予算（第12号）］― 承認 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決処分の承認について［令和 3 年度逗子市一般会計補正予算（第13号）］― 承認 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市道の廃止について 総 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市道の認定について 総 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
逗子市地域活動センターの指定管理者の指定について 総 可決 ＊ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
逗子市個人情報保護条例の一部改正について ― 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
逗子市在宅障がい者福祉手当条例の一部改正について ― 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
逗子市国民健康保険条例の一部改正について 教 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
逗子市市民農園条例の一部改正について 総 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
逗子市営住宅条例の一部改正について 総 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
逗子市消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例及び
逗子市消防団員の任免服務等に関する条例の一部改正について 総 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度逗子市一般会計補正予算（第14号） 総教 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度逗子市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 3 号） 教 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度逗子市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 2 号）教 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度逗子市介護保険事業特別会計補正予算（第 3 号） 教 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 4 年度逗子市一般会計予算 予 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 4 年度逗子市国民健康保険事業特別会計予算 予 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 4 年度逗子市後期高齢者医療事業特別会計予算 予 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 4 年度逗子市介護保険事業特別会計予算 予 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 4 年度逗子市下水道事業会計予算 予 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和 3 年度逗子市一般会計補正予算（第15号） ― 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
監査委員の選任について ― 同意 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
固定資産評価審査委員会委員の選任について（平野　健次氏） ― 同意 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
固定資産評価審査委員会委員の選任について（黒羽　聡氏） ― 同意 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報公開審査委員の委嘱について ― 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
個人情報保護委員の委嘱について ― 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員の推薦について（大竹　ひろ子氏） ― 異議ない

旨答申 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦について（髙橋　満氏） ― 異議ない
旨答申 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦について（嶋村　敬子氏） ― 異議ない
旨答申 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出意見書案
米軍のコロナ対策強化と日米地位協定の見直しを求める意見書 ― 可決 ＊ × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書 ― 可決 ＊ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※　付託委員会：総…総務常任委員会　　教…教育民生常任委員会　　予…予算特別委員会　　−…委員会付託を省略　　※　賛否状況：○…賛成　　×…反対
＊丸山議長は、採決に加わらない。　　※　立憲民主党：立憲民主党逗子市議団の略　　※　日本共産党：日本共産党逗子市議会議員団の略  
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議員提出意見書案
ロシア連邦によるウクライナ侵攻に対し抗議及び制裁措置を求める意見書 ― 可決 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
−…委員会付託を省略　　※　賛否状況：○…賛成　　×…反対　　　＊丸山議長は、採決に加わらない。　　
※　立憲民主党：立憲民主党逗子市議団の略　　※　日本共産党：日本共産党逗子市議会議員団の略




